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第
７
章
で
は
、
著
者
が
特

に
重
要
視
す
る
事
故
の
お
そ

れ
の
通
知
の
問
題
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
請
求
事
故
方
式

を
採
用
す
る
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
で

は
、
被
保
険
者
が
損
害
賠
償

請
求
が
な
さ
れ
る
お
そ
れ
の

あ
る
状
況
を
知
っ
た
と
き
に

は
こ
れ
を
保
険
者
に
通
知
す

べ
き
義
務
が
課
さ
れ
て
お

り
、
当
該
通
知
が
な
さ
れ
た

場
合
に
は
通
知
時
点
の
保
険

証
券
に
よ
り
補
償
を
提
供
す

る
一
方
、
通
知
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
に
は
保
険
者
免

責
と
さ
れ
る
。
モ
ラ
ル
・
ハ

ザ
ー
ド
排
除
の
観
点
か
ら
説

明
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
が
、

解
釈
次
第
で
は
か
え
っ
て
保

険
者
に
よ
る
恣
意
的
な
運
用

も
懸
念
さ
れ
る
。
以
上
を
前

提
に
、
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
の
意
義

を
失
わ
せ
な
い
た
め
に
も
客

観
的
な
事
故
の
お
そ
れ
の
解

釈
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ

の
際
の
解
釈
基
準
と
し
て

は
、
事
故
の
お
そ
れ
の
範
囲

を
広
く
捉
え
る
拡
大
説
の
立

場
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。

　
第
８
章
で
は
、
企
業
の
倒

産
お
よ
び
買
収
時
に
お
け
る

Ｄ
＆
Ｏ
保
険
の
機
能
に
つ
い

て
論
じ
る
。
第
一
に
、
倒
産

企
業
に
お
い
て
は
破
産
管
財

人
が
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
を
解
約
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
倒

産
企
業
の
役
員
は
中
長
期
的

に
賠
償
請
求
リ
ス
ク
に
さ
ら

さ
れ
続
け
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の

い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
保
険

者
に
対
す
る
事
故
の
お
そ
れ

の
通
知
を
具
体
的
に
行
う
こ

と
が
対
策
と
し
て
重
要
で
あ

る
と
す
る
。
第
二
に
、
買
収

に
よ
る
支
配
権
の
変
更
が
生

じ
た
場
合
、
こ
れ
を
保
険
者

が
承
認
せ
ず
保
険
契
約
が
終

了
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
対
象
会
社
の
旧
役
員

を
保
護
す
る
た
め
の
単
独
ラ

ン
オ
フ
・
カ
バ
ー
の
Ｄ
＆
Ｏ

保
険
の
手
配
が
有
用
で
あ
る

と
す
る
。

　
第
９
章
で
は
、
免
責
お
よ

び
告
知
の
分
離
条
項
に
つ
い

て
論
じ
る
。
第
一
に
、
伝
統

的
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
に
お
い
て

は
、
一
部
の
被
保
険
者
が
保

険
始
期
前
に
知
っ
て
い
た
状

況
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
請

求
が
な
さ
れ
た
場
合
に
他
の

被
保
険
者
も
免
責
と
さ
れ
る

と
い
う
酷
な
事
態
が
生
じ
る

と
し
て
、
免
責
の
有
無
を
被

保
険
者
ご
と
の
判
断
と
す
る

免
責
の
分
離
条
項
の
導
入
を

提
案
す
る
。
第
二
に
、
被
保

険
者
が
複
数
存
在
す
る
Ｄ
＆

Ｏ
保
険
に
お
い
て
は
、
あ
る

被
保
険
者
に
よ
る
告
知
義
務

違
反
の
効
果
が
他
の
被
保
険

者
に
も
及
ぶ
か
が
問
題
に
な

る
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
裁

判
例
や
イ
ギ
リ
ス
の
法
理
を

参
考
に
、
わ
が
国
に
お
け
る

告
知
の
分
離
条
項
の
導
入
を

提
案
す
る
。

　
第
10
章
で
は
、
支
払
限
度

額
の
増
額
が
も
た
ら
す
課
題

と
被
保
険
者
間
の
利
益
相
反

の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
。

第
一
に
、
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
の
支

払
限
度
額
の
増
額
方
法
に
つ

い
て
は
、
リ
ス
ク
管
理
の
観

点
か
ら
エ
ク
セ
ス
方
式
に
優

位
性
が
あ
る
も
の
の
、
エ
ク

セ
ス
方
式
も
下
の
レ
イ
ヤ
ー

の
保
険
者
が
破
綻
し
た
場
合

等
に
は
問
題
を
生
じ
る
と
し

て
、
ド
ロ
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
条

項
付
エ
ク
セ
ス
Ｄ
Ｉ
Ｃ
方
式

に
よ
る
対
応
を
提
案
す
る
。

第
二
に
、
先
端
的
Ｄ
＆
Ｏ
保

険
に
見
ら
れ
る
確
定
判
決
免

責
条
項
は
防
御
費
用
に
対
す

る
補
償
の
確
保
に
有
用
で
あ

る
一
方
、
被
保
険
者
間
で
の

利
益
相
反
の
問
題
が
生
じ
得

る
こ
と
を
指
摘
し
、
対
策
と

し
て
既
存
の
事
実
免
責
と
確

定
判
決
免
責
の
組
み
合
せ
に

よ
る
契
約
を
提
案
す
る
。

　
第
11
章
で
は
、
社
外
役
員

特
化
型
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
取
締
役
会
の

あ
り
方
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

モ
デ
ル
と
し
て
捉
え
た
場

合
、
社
外
役
員
と
業
務
執
行

役
員
の
利
害
が
対
立
す
る
局

面
が
想
定
さ
れ
る
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
社
外
役
員
の
保

護
を
目
的
と
し
た
社
外
役
員

特
化
型
サ
イ
ド
Ａ
条
件
差
Ｄ

＆
Ｏ
保
険
の
必
要
性
を
論
じ

る
。

　
最
後
に
第
12
章
で
は
、
先

端
的
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
の
特
徴
的

な
実
務
が
保
険
契
約
法
に
も

た
ら
す
示
唆
と
し
て
、
先
端

的
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
を
国
際
取
引

法
の
視
点
で
捉
え
な
お
す
こ

と
の
必
要
性
、
特
約
を
含
め

た
保
険
約
款
解
釈
の
必
要

性
、
お
よ
び
信
義
則
や
信
認

義
務
の
研
究
を
深
化
さ
せ
る

こ
と
の
必
要
性
の
三
点
を
指

摘
す
る
。

　
本
書
の
特
徴
と
し
て
、
著

者
は
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
を
専
門
と

す
る
実
務
家
で
あ
る
。
本
書

は
先
端
的
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
に
関

す
る
多
数
の
論
点
を
検
討
す

る
が
、
そ
の
中
に
は
第
一
線

で
活
躍
す
る
実
務
家
で
あ
る

が
ゆ
え
に
認
識
し
得
た
論
点

も
含
ま
れ
て
い
る
。
一
般
的

な
研
究
者
論
文
と
は
区
別
さ

れ
る
本
書
の
特
徴
と
し
て
、

ま
ず
は
こ
の
点
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
方

で
、
本
書
は
先
端
的
Ｄ
＆
Ｏ

保
険
に
関
す
る
論
点
を
単
に

整
理
す
る
だ
け
で
な
く
、
諸

外
国
の
議
論
状
況
等
も
踏
ま

え
た
意
欲
的
な
解
釈
論
を
展

開
す
る
。
こ
の
点
に
は
著
者

の
研
究
者
と
し
て
の
側
面
が

反
映
さ
れ
て
お
り
（
著
者
は

本
書
と
同
名
の
博
士
論
文
に

よ
り
、
博
士
（
法
学
）
の
学

位
を
取
得
し
て
い
る
）
、
こ

の
こ
と
も
ま
た
本
書
の
特
徴

を
構
成
す
る
。

　
以
上
を
要
す
る
に
、
本
書

は
実
務
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
著
者
に
よ
る
、
自
身
の
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
最
大
限

に
活
用
し
た
本
格
的
な
学
術

書
で
あ
り
、
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
に

関
す
る
わ
が
国
の
理
論
・
実

務
の
双
方
に
高
度
の
貢
献
を

果
た
し
得
る
、
ま
さ
し
く
唯

一
無
二
の
書
籍
で
あ
る
と
評

価
で
き
よ
う
。

　（
Ａ
５
判
／
３
２
６
㌻
、

保
険
毎
日
新
聞
社
刊
、
23
年

11
月
10
日
発
行
、
税
込
４
１

８
０
円
）

　
山
越
誠
司
氏
（
以
下
「
著

者
」
と
い
う
）
に
よ
る
本
書

は
、
わ
が
国
の
伝
統
的
Ｄ
＆

Ｏ
保
険
と
対
比
し
て
ア
メ
リ

カ
型
の
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
を
「
先

端
的
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
」
と
定
義

し
、
実
効
性
と
限
界
の
観
点

か
ら
そ
の
分
析
を
行
う
も
の

で
あ
る
。
令
和
元
年
改
正
会

社
法
の
下
で
規
定
が
整
備
さ

れ
、
注
目
度
を
高
め
つ
つ
あ

る
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
で
あ
る
が
、

わ
が
国
に
お
い
て
十
分
な
研

究
の
蓄
積
が
あ
る
と
は
言
い

難
い
。
本
書
は
そ
の
よ
う
な

先
行
研
究
の
不
十
分
な
領
域

に
つ
い
て
、
将
来
的
な
顕
在

化
が
予
想
さ
れ
る
複
数
の
課

題
に
対
し
先
行
的
な
検
討
を

加
え
る
も
の
で
あ
り
、
後
述

の
と
お
り
、
理
論
・
実
務
の

両
面
に
高
度
の
貢
献
を
果
た

し
得
る
も
の
と
い
え
る
。

　
本
書
は
全
12
章
か
ら
構
成

さ
れ
る
。
第
１
章
で
は
、
先

端
的
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
の
視
点
か

ら
会
社
補
償
の
意
義
を
検
討

し
、
第
一
に
、
会
社
補
償
の

最
も
重
要
な
機
能
は
役
員
に

対
す
る
防
御
費
用
の
前
払
い

で
あ
る
旨
を
指
摘
す
る
。
第

二
に
、
わ
が
国
で
は
会
社
法

に
基
づ
く
補
償
と
基
づ
か
な

い
補
償
の
双
方
が
許
容
さ
れ

得
る
こ
と
を
指
摘
し
、
両
者

の
長
短
所
を
踏
ま
え
た
実
務

上
の
活
用
方
法
を
検
討
す

る
。

　
第
２
章
で
は
、
Ｄ
＆
Ｏ
保

険
の
情
報
開
示
に
関
連
し

て
、
第
一
に
、
Ｄ
＆
Ｏ
保
険

の
保
険
料
の
全
額
会
社
負
担

の
解
禁
を
受
け
た
安
易
な
支

払
限
度
額
の
増
額
を
け
ん
制

す
る
た
め
に
、
情
報
開
示
規

制
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
と

す
る
。
そ
の
上
で
、
第
二

に
、
合
理
的
な
費
用
負
担
に

よ
る
実
効
性
の
確
保
と
い
う

観
点
か
ら
、
開
示
す
べ
き
情

報
の
範
囲
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　
第
３
章
で
は
、
わ
が
国
の

Ｄ
＆
Ｏ
保
険
を
理
解
す
る
た

め
の
前
提
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
の
法
制
度
や
ア
メ
リ
カ
型

Ｄ
＆
Ｏ
保
険
の
発
展
経
緯
等

に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
第
４
章
か
ら
第
６
章
で

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
保
険
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
そ
の
問
題
点
を
中

心
に
論
じ
る
。
第
一
に
、
近

時
は
日
本
企
業
の
国
際
化
に

伴
い
、
適
用
対
象
地
域
を
全

世
界
と
し
、
管
理
職
従
業
員

や
子
会
社
役
員
を
被
保
険
者

に
含
め
た
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
が
普

及
し
つ
つ
あ
る
が
、
海
外
子

会
社
の
役
員
を
被
保
険
者
に

含
め
た
場
合
に
は
各
国
の
無

認
可
保
険
規
制
と
の
抵
触
可

能
性
が
生
じ
る
こ
と
、
そ
の

よ
う
な
規
制
を
受
け
て
考
案

さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
保
険
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
完
璧
な
対
策
と

は
な
り
得
な
い
こ
と
を
指
摘

す
る
。
第
二
に
、
管
理
職
従

業
員
や
子
会
社
役
員
を
被
保

険
者
に
含
め
た
場
合
に
は
、

そ
れ
ら
の
者
と
親
会
社
役
員

の
間
で
補
償
の
奪
い
合
い
が

生
じ
得
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
そ
し
て
、
第
三
に
、
グ

ロ
ー
バ
ル
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
い
う
一
つ
の
保
険
契
約
で

全
世
界
の
リ
ス
ク
に
対
応
す

る
に
は
限
界
も
あ
る
と
し

て
、
代
替
案
と
し
て
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
の
保
険
契
約
を
提

示
す
る
。
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第
一
線
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家
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＆
Ｏ
保
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』

山
越
誠
司
　
著

書書　　評評
　
大
同
火
災
は
沖
縄
県
の

障
害
者
週
間
（
12
月
３
日

～
９
日
）
に
合
わ
せ
、
12

月
５
日
に
沖
縄
県
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
以

下
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

協
会
）
へ
障
が
い
者
ス
ポ

ー
ツ
用
具
、
同
月
７
日
に

石
垣
市
へ
車
い
す
を
そ
れ

ぞ
れ
寄
贈
し
た
。

　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
に
寄
贈
し
た
の
は
ラ
ン

プ
（
勾
配
具
）
１
台
で
、

同
用
品
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
種
目
で
も
あ
る

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
競
技
で
使

用
す
る
。
ボ
ッ
チ
ャ
は
重

度
脳
性
麻
痺
者
も
し
く
は

同
程
度
の
四
肢
重
度
機
能

障
が
い
者
の
た
め
に
考
案

さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
ボ

ー
ル
を
投
げ
た
り
、
転
が

し
た
り
、
他
の
ボ
ー
ル
に

当
て
た
り
し
て
、
目
標
に

い
か
に
近
づ
け
る
か
を
競

う
。

　
今
回
寄
贈
し
た
ラ
ン
プ

は
、
自
分
で
投
て
き
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
も
プ
レ

ー
に
参
加
で
き
る
、
台
の

上
か
ら
ボ
ー
ル
を
転
が
し

て
投
て
き
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
専
門
用
具
で
、
備

え
た
レ
バ
ー

を
操
作
す
る

こ
と
で
角
度

や
高
さ
な
ど

を
調
整
す
る

こ
と
で
、
プ

レ
ー
の
自
由

度
を
高
め
る

こ
と
が
で
き

る
。
同
社
は

障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
、
障
害

の
あ
る
・
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、
互
い
に
理
解
し
共

に
楽
し
む
機
会
を
創
出
す

る
た
め
、
継
続
的
に
取
り

組
み
・
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
今
回
の
寄
贈
品
は
、

寄
贈
に
先
立
っ
て
10
月
に

開
催
さ
れ
た
全
国
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
も
使

用
さ
れ
た
と
い
う
。

　
石
垣
市
に
寄
贈
し
た
の

は
車
い
す
２
台
で
、
同
市

へ
の
車
い
す
の
寄
贈
は
１

９
９
５
年
に
５
台
を
寄
贈

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

始
ま
り
今
回
が
16
回
目

で
、
こ
れ
ま
で
延
べ
38
台

を
寄
贈
し
て
い
る
と
い

う
。

沖
縄
県
障
害
者
週
間
で
取
組
み

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
用
具
・
車
い
す
を
寄
贈

寄贈式の様子

大同火災


